
 

 

 

 
 
 
 

 

組合 ジョブローテーションの労使議論経過と確認事

項についても遵守することでよいか。 

会社 労使双方で互いに確認したことは遵守しなければいけな

い。 

（営業）統括センター新設時は、新たな職場になるた

め、概ね１０年の考え方がリセットされるのか。 

新設することのみでリセットするわけではない。業務内容・勤務箇

所が変わった時に起算し直すことになる。 

同一（営業）統括センター内で担務変更した場合はリ

セットになるのか。 

そうだ。（リセットのタイミングについては）見習いから１本になった

際にリセットになる。キャリア加算も１本になった時であり合理性が

ある。 

 

 
 

 

 

組合 A 統括センター所属社員が、営業統括センター

や B 統括センターに兼務して業務では幅が広すぎる

ため、統括センター間などの兼務・連携は行うべきで

はない。 

会社 業務範囲は 1つの統括センターであり、他の統括センター

と兼務するのは現実的ではない。 

 
 

 

 

組合 統括センター、営業統括センターを新設する場

合各駅の設備の違いがあり取扱いが様々ある。主管

部が事前に把握しマニュアルを作成するべきである。 

会社 各駅に特情があるので、今でも分かるようなマニュアルは

つくっており、引き続きやっていきたい。 

 

 

 

 

 

組合 車両センターや技術センターが兼務・連携を行

った場合も、それぞれの系統において、これまでと同

様に技術・技能を積み上げ、安全レベルの向上に努め

ることは変わらないか。 

会社 安全レベルの向上に努めることに変わりはない。 
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